
京都看護助産学校

｜教育理念｜

感じる心、考える力、主体的な行動
　人間愛を基盤とし、生命の尊厳と人権の尊重ができる感性豊かな人間性を育てることに主眼をおき、看
護専門職として必要な基礎的知識、技術、態度を習得し、保健医療福祉の変化に対応できる人材を育成す
る。

｜教育目的｜

　看護師若しくは助産師として必要な知識及び技術を教授し、独立行政法人国立病院機構及び社会に貢献
し得る有能な人材を育成する。

｜教育目標｜

－看護学科－
１ ．生命の尊厳と個々の権利を擁護し、倫理に基づいて行動できる基礎的能力を養う。
２．�看護の対象である人間を身体的・精神的・社会的・霊的に統合された存在（生活者）として幅広く理解
できる能力を養う。

副学校長
上南　雪野

看護学科　教育主事
井下　美惠

看護学科　教育主事
神木　京子

助産学科　教育主事
伊藤　美栄

看護学科　教育主事
井下　美惠
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３ ．看護の対象との人間関係を形成するためのコミュニケーション能力を養う。
４．科学的根拠に基づいた看護実践に必要な臨床判断を行うための基礎的能力を養う。
５．�健康の保持、増進、疾病の予防および健康の回復に関わる看護やその変化に応じて実践する基礎的能
力を養う。

６．�地域包括ケアシステムにおける看護師の役割および他職種の役割を理解し、多職種との連携・協働す
る基礎的能力を養う。

７．看護専門職としての責務を自覚し、主体的に看護を探求し続ける能力を養う。

－助産学科－
１ ．�助産師の役割と責任を自覚し、女性と子ども及び家族の尊厳と権利を尊重する倫理及び専門職業人と
して自律できる能力を養う。

２．�妊産褥婦と胎児・新生児・乳幼児およびその家族の健康水準を診断し、妊娠・分娩・産褥がより健康・
安全に経過し、育児を主体的に行えるよう、根拠に基づき継続的に支援する能力を養う。

３．性と生殖をめぐる健康に関する課題に焦点をあて、継続的に支援する能力を養う。
４．�安心して子供を産み育てるために、多職種と連携・協働しながら、個人及び社会にとって必要な地域
の社会資源の活用や調整を行う能力を養う。

５．多様化する社会のニーズと、高度化する医療に対応できるよう、常に自己研鑽し続ける姿勢を養う。

｜課程・定員｜

課　程 学　科 入学定員 総 定 員
在籍者数（令和 6 年 ５ 月 １ 日）

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

看護専門課程 看護学科
（ ３年課程） 80人 240人 67人 77人 83人 227人

看護専門課程 助産学科
（ １年課程） 18人 18人 18人 ― ― 18人

計 98人 258人 85人 77人 83人 245人

｜本校の組織（2024年度）｜

学校長
（併任） 副学校長

健康管理医
（併任）
２名

教育主事
（看護学科）
実習調整者

看護学科
教員
12名

教育主事
（看護学科）

教育主事
（助産学科）

助産学科教員
２名

事務長
（併任）

カウンセラー

事務長補佐
（併任）

事務主任
（併任）

事務助手
３名

教務助手

実習指導教員
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｜令和 5年度　部門目標｜

部門目標 重点目標 主な取り組み

１
地域社会のニー
ズ・学生のニーズ
に応じた質の高い
看護教育の実践

・�学生の臨床判断能力・看護
実践能力の向上をめざした
教育の充実
・�多職種連携教育の実施に向
け、講師・実習施設との調
整
・�看護学科・助産学科学生の
相互学習の実施
・�教員の教育実践能力の向上
・�実習指導の充実に向けた臨
床との連携強化

【看護学科】
〇開始後 ３年となった新カリキュラムの評価の実施
主な変更点は、①臨床判断能力の育成②地域・在宅看護論に
おける家族看護・学校地域の保健福祉の理解③保健医療福祉
における多職種連携の理解④ICTの活用としてe-テキストの
利用である
・�講義においては、カリキュラム担当者会議、実習において
は、実習調整会議において検討した。学生によるカリキュ
ラム満足度評価においては、大きな変化はない。完全なe-
テキストの利用開始は、令和 ６年度からであり、継続して
評価する学生の特性も変化するため、評価を継続していく。
〇学生の臨床判断能力・看護実践能力を向上する教育の実施
・�臨床判断能力は教員が、病態治療論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・
Ⅵ・Ⅶ　各科目 ２時間実施して、看護と関連させる人体の
構造と機能・疾病の成り立ちの理解をすすめ、臨床看護論
において、治療別及び主な症状に応じた状態アセスメント
を学び、 ２年次成人老年看護学実習Ⅰ（急性期）において、
タナーの臨床判断モデルに基づき、必要な看護を考え、実
践する。その後の実習でも意識して実施して、 ３年次に学
内において看護実践演習でOSCEで確認した
・�看護実践は、ヘンダーソンの看護理論に基づいて看護を展
開できるように指導
・�各看護学における講義で、ワークシートを活用
・�看護技術をルーブリック評価表で技術評価
・�実習室にスタンド常設し、看護技術の自己確認、他者評価
にipad利用
・�技術試験のリフレクションペーパーの活用　等
〇講義・演習・実習における多職種連携教育の実施
・�講義：健康支援論、多職種連携演習や、実習：基礎看護実
習Ⅰ・統合実習Ⅰ・Ⅱの他、領域別看護実習において医療
チーム活動に参加
〇看護学科・助産学科学生の相互学習の実施
・�看護学科　母性看護学実習において助産学科学生とともに
学ぶ。助産学科「ファミリー教室」に看護学科 ２年生全員
参加。地域保健活動と指導技術等を学ぶことができた。
〇教員の教育実践能力の向上
・�全教員、授業研究を実施し、近畿支部内 ４校の公開授業に
参加し、教育内容・方法の検討を行った。
・�カリキュラム担当者会議の毎月開催
・�学会・研修参加
〇臨床との連携における実習指導案の作成
・実習指導者会の年間取り組みとして作成
〇実習科目のルーブリック評価を作成開始　教員の評価視点
や考え方の共有
【助産学科】
〇学生の臨床判断能力・看護実践能力の向上をめざした教育
の実施
・�シミュレーション教育・OSCE・健康教育実習・助産学実
習「継続ケース」・分娩介助実習 9 例以上履修・分娩介助
評価表による到達度の分析
〇看護学科・助産学科学生の相互学習の実施
・�看護学科　母性看護学実習においてともに学ぶ。助産学科
「ファミリー教室」リハーサルに看護学科 ２年生を模擬対象
者として全員の受け入れ
〇教員の教育実践能力の向上
・NHO３校での授業研究、学会・研修参加
〇実習指導の充実に向けた臨床との連携
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部門目標 重点目標 主な取り組み

２

将来看護師・助産
師として国立病院
機構及び地域に貢
献できる優秀な人
材の確保

・�看護学科・助産学科の協働
による魅力的な学生募集活
動
・�高い国家試験合格率の維持
に向けた学習支援（全国合
格率以上）

・�国立病院機構および京都府
内への就職者の確保（70％
以上）
・�学校の運営方針に係る毎年
度評価をもとに、今後の方
針についての検討

【看護学科】
〇学生募集活動
・高校訪問・ガイダンスでの看護分野・学校説明
〇推薦入試（公募制）・社会人・一般入試の入試科目の変更、
一般入学試験 ３回実施
〇国家試験合格率の維持に向けた学習支援
・�１ 年次から朝学習（毎日10分）実施、 ２年次模擬試験開始、
３年次の学習強化（朝・放課後に個別指導、11～ １ 月に国家試
験対策学習研修の実施）
１年生は、２年生と比較して終講試験の再試験人数が多いが、
模擬試験の比較では差が少ない。向上したわけではないが、
1年次からの朝学習や看護につなげて病態治療論を教員が享
受した効果はあったと評価している。
〇国立病院機構および京都府内施設への就職者の確保（NHO 
78％ 京都府　69.5％）就職指定校推薦の導入開始にともなう学
生支援の開始
〇学校の運営方針に係る毎年度評価に基づく学校のあり方検
討
〇効果的な内省による社会人基礎力の向上にむけた支援　
　卒業前の社会人基礎力が全般的に最も高い。学校生活や実
習において、高めることはできている。
　全学年、倫理性や規律力、傾聴力は高い。一方働きかけ力・
創造力・発信力は低いが経年で上昇していく
【助産学科】
〇オープンキャンパス　オンライン・現地開催で参加者数増
加
〇広報活動：ホームページに動画の掲載　応募者数増加　　　
〇入学前就職説明会を実施し、就職率100%（NHO　64.7％　京
都府　35.3％）

【共通】
〇学生募集活動
・�ホームページとインスタグラム更新・オープンキャンパス
実施・外部業者・新聞による広告開始

３ 学生が主体的に学
ぶ教育環境の整備

・�看護技術練習やグループ
ワーク活動の支援、学生の
学習の保障
・�学生生活のサポート体制の
充実（学習支援、個別面談、
カウンセリング等）
・�自治会活動や学校行事を通
して、社会人基礎力の向上
を支援
・�状況に応じた新型コロナウ
イルス感染症の拡大防止対
策の実施

〇ICTを活用した教育の充実
・�e‐テキスト活用の検討・グーグルクラスルームの活用・
防災時安否確認の作成・成績管理システムの更新
〇実習中の報告・連絡・相談体制
・担任用メールを用いた相談・指導
〇学生グループ活動による学習支援
〇学生サポート体制の充実
・個別面談、対面カウンセリングの開始）
〇国家試験対策：合格100％をめざした系統的な試験対策の実
施

４ 職員が働きやすい
職場環境の充実

・�教職員間の業務調整・相互
協力による業務の効率化
・�勤務時間管理の徹底と自己
管理（セルフマネージメント）
・�年休の取得

�〇学生ファーストの視点は忘れず、業務の効率化をめざして、
教職員間で調整して相互協力のもと各役割に効率的に取り組
んだ
〇勤務は、自己の時間管理のもと計画して取り組んだ。時間
外勤務は、昨年度よりも増加したが、休憩時間の確保はでき
た。
〇�年間平均 １人、年休 ９日以上の取得
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｜応募・入学状況｜

看護学科�2 025年 3 月31日現在

年度
（回生） 試　験 応募者数 受験者数 合格者数 補欠

合格者数
合格者
からの

入学者数

補欠者
からの

入学者数
入学者数 退学者数

原級 
留置者

（在籍者）

３ 年以上
在籍した
卒業者数

卒業者数 
（ ３ 年）

2022年
（第21回生）

推薦（学校） 30
( 2 )

30
( 2 )

29
( 1 ) 0 29

( 1 ) 0 29
( 1 ) 1 1 27

( 1 )

推薦（公募） 27
( 1 )

27
( 1 )

23
( 1 ) 0 23

( 1 ) 0 23
( 1 )

23
( 1 )

社会人 13
( 1 )

13
( 1 )

6
( 0 ) 0 5

( 0 ) 0 5
( 0 ) 5

一　般 45
( 5 )

41
( 5 )

39
( 3 ) 0 29

( 3 ) 0 29
( 3 ) 1 1 27

( 3 )

合　計 115
( 9 )

111
( 9 )

97 
( 5 ) 0 86

( 5 ) 0 86
( 5 ) 2 2 82 

( 5 ) 

2023年
（第22回生）

推薦（学校） 26
( 2 )

26
( 2 )

26
( 2 ) 0 26

( 2 ) 0 26
( 2 )

推薦（公募） 21
( 0 )

21
( 0 )

19
( 0 ) 0 19

( 0 ) 0 19
( 0 ) 2

社会人 8
( 1 )

8
( 1 )

6
( 1 ) 0 6

( 1 ) 0 6
( 1 )

一　般 47
( 1 )

43
( 1 )

41
( 1 ) 0 26

( 1 ) 0 26
( 1 ) 1

一　般
（追試験）

5
( 1 )

5
( 1 )

1
( 1 ) 0 1

( 1 ) 0 1
( 1 )

合　計 107
( 5 )

103
( 5 )

93
( 5 ) 0 78

( 5 ) 0 78
( 5 ) 2 1

2024年
（第23回生）

推薦（学校） 28
( 0 )

28
( 0 )

28
( 0 ) 0 28

( 0 ) 0 28
( 0 )

推薦（公募） 8
（ 1）

8
（ 1）

8
（ 1） 0 8

（ 1 ） 0 8
（ 1 ）

社会人 7
（ 1）

6
（ 1）

6
（ 1） 0 6

（ 1 ） 0 6
（ 1 ）

一　般 34
（ 1 ）

34
（ 1 ）

33
（ 1 ） 0 19

（ 1 ） 0 19
（ 1 ） 1

一　般
（ 2回目）

8
（ 1）

7
（ 1）

7
（ 1） 0 5

（ 1 ） 0 5
（ 1 ） 1

合　計 85
（ 4 ）

83
（ 4 ）

82
（ 4 ） 0 66

（ 4 ） 0 66
（ 4 ） 2

2025年
（第24回生）

推薦（学校） 22
( 2 )

22
( 2 )

21
( 1 )

21
( 1 ) 0 21

( 1 )

推薦（公募） 23
( 0 )

23
( 0 )

23
( 0 ) 0 23

( 0 ) 0 23
( 0 )

社会人 16
( 2 )

15
( 2 )

14
( 2 ) 0 13

( 2 ) 0 13
( 2 )

一　般 43
( 1 )

41
( 1 )

38
( 0 ) 0 17

( 0 ) 0 17
( 0 )

一　般
（第 ２回）

3
( 0 )

3
( 0 )

1
( 0 ) 0 1

( 0 ) 0 1
( 0 )

一　般
（第 3回）

4
( 0 )

4
( 0 )

4
( 0 ) 0 3

( 0 )
3
( 0 )

合　計 111
( 5 )

108
( 5 )

101
( 3 ) ０ 78

( 3 ) 0 78
( 3 )

� （　）男性再掲
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助産学科

年度 
（回生） 試　験 応募者数 受験者数 合格者数 補欠

合格者数
合格者
からの

入学者数

補欠者
からの

入学者数
入学者数 退学者数 卒業者数

2022年
（第54回生）

特別選抜（学校） 18 18 12 0 12 0 12 0 12

特別選抜（施設） 3 3 1 0 1 0 1 0 1

一　般 37 28 5 3 5 0 5 0 5

合　計 58 49 18 3 18 0 18 0 18

2023年度
（第55回生）

特別選抜（学校） 15 15 13 0 13 0 13 0 13

特別選抜（施設） 2 2 1 0 1 0 1 0 1

一　般 28 24 4 4 1 3 4 0 4

合　計 45 41 18 4 15 3 18 0 18

2024年度
（第56回生）

特別選抜（学校） 16 15 14 0 14 0 14 1 13

特別選抜（施設） 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一　般 39 36 4 7 4 0 4 0 4

合　計 55 51 18 7 18 0 18 1 17

2025年度
（第57回生）

特別選抜（学校） 20 20 13 0 13 0 13

特別選抜（施設） 1 1 0 0 0 0 0

一　般 67 50 4 3 4 0 4

合　計 88 71 17 3 17 0 17
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｜卒業生の進路｜

看護学科�2 025年 3 月31日現在

年　度 回　生 卒業者数
就　職 進　学

未就職国立病院機構
NC 官公立 法人 その他 看護職

以外 保健師 助産師 養護
教諭 大学

自施設 他施設

2020年度 第17回生 74 36 26 2 3 0 0 0 0 4 0 2 1

2021年度 第18回生 83 39 32 1 1 2 0 0 2 5 0 0 1

2022年度 第19回生 71 32 23 1 7 0 0 0 1 5 0 0 2

2023年度 第20回生 83 50 19 0 7 3 0 0 0 4 0 0 0

2024年度 第21回生 82 40 22 2 6 2 2 0 0 5 0 1 2

年　度 府内
府外 卒業生数 府内

就職者数
（再掲） 府外

就職者数 進学者 その他
北部就職者 実習就職者

2020年度
府内出身者 47 35 0 34 10 2 0

府外出身者 27 15 1 14 7 4 1

2021年度
府内出身者 56 39 0 38 12 5 1

府外出身者 27 15 0 15 9 2 0

2022年度
府内出身者 46 35 0 34 7 3 1

府外出身者 25 7 0 16 14 3 1

2023年度
府内出身者 55 49 1 42 6 0 0

府外出身者 28 17 1 16 7 4 0

2024年度
府内出身者 54 42 2 37 6 4 1

府外出身者 28 14 0 13 12 2 1

助産学科

年　度 回　生 卒業者数
就　　　　　　職

進学 未就職国立病院機構
NC 官公立 法人 その他 看護職 

以外自施設 他施設

2020年度 第52回生 18 3 11 1 3 0 0 0 0 0

2021年度 第53回生 18 2 9 1 2 3 0 0 0 0

2022年度 第54回生 18 3 10 1 3 1 0 0 0 0

2023年度 第55回生 18 3 8 0 7 0 0 0 0 0

2024年度 第56回生 17 1 10 1 5 0 0 0 0 0

年　度 府内
府外 卒業生数

府内
就職者数

（再掲） 府外
就職者数 その他北部就職者 実習就職者

助産師 看護師 助産師 看護師 助産師 看護師 助産師 看護師

2020年度
府内出身者 4 2 1 0 0 2 1 1 0

府外出身者 14 2 0 0 0 2 0 11 1

2021年度
府内出身者 2 2 0 0 0 2 0 0 0

府外出身者 16 2 0 0 0 1 0 14 0

2022年度
府内出身者 7 6 0 1 0 4 0 1 0

府外出身者 11 0 0 0 0 0 0 11 0
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年　度 府内
府外 卒業生数

府内
就職者数

（再掲） 府外
就職者数 その他北部就職者 実習就職者

助産師 看護師 助産師 看護師 助産師 看護師 助産師 看護師

2023年度
府内出身者 5 4 0 1 0 1 0 1 0

府外出身者 13 3 0 0 0 2 0 10 0

2024年度
府内出身者 2 2 0 1 0 0 0 0 0

府外出身者 15 4 0 1 0 4 0 11 0

｜国家試験合格状況｜

看護学科

全国 （％）
機構附属（％）

全国 近畿 本校

110回（Ｒ ３．３） 全体（新卒） 89.2（94.7） 90.4（95.4） 98.3 100

111回（Ｒ ４．３） 全体（新卒） 91.3（96.5） 98.7（98.9） 99.4 100

112回（Ｒ ５．３） 全体（新卒） 90.8（95.5） 97.9（98.1） 98.7 97.2

113回（Ｒ 6．3） 全体（新卒） 87.8（93.2） 95.7（96.5） 96.8 100

114回（Ｒ 7．３） 全体（新卒） 90.1（95.9） 98.4（99.1） 99.2 97.6

助産学科

全国 （％）
機構附属（％）

全国 本校

104回（Ｒ ３．３） 全体（新卒） 99.6（99.7） 100 100

105回（Ｒ ４．３） 全体（新卒） 99.4（99.7） 100 100

106回（Ｒ ５．３） 全体（新卒） 95.6（95.9） 100 100

107回（Ｒ 6．３） 全体（新卒） 98.8（99.3） 98.2 100

108回（Ｒ 7．３  ） 全体（新卒） 98.9（99.3） 98.2 100

｜入学試験実施状況｜

看護学科
一次試験 二次試験 合格発表

一般入試 ２０２５ 年 １ 月２３日（木） ２０２５年 １ 月２４日（金） ２０２５年 １ 月３０日（木）

社会人入試 ２０２４年１１月 ７  日（木） ２０２４年１１月 ８ 日（金） ２０２４年１１月１４日（木）

公募推薦入試
２０２４年１１月 ７ 日（木） ２０２４年１１月１４日（木）

推薦入試

助産学科
一次試験 二次試験 合格発表

一般入試 ２０２５年 1 月23日（木） ２０２５ 年 １ 月２４日（金） ２０２５年 １ 月３０日（木）

特別選抜入試 ２０２４年１１月 ７ 日（木） ２０２４年１１月１４日（木）
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｜学生募集活動｜

＜ガイダンス＞
月 日 曜 回 内容 場所 実績数 担当者

2024
4

12 金 ① さんぽう主催 京都府立西乙訓高等学校 3 年生 西乙訓高等学校 6人 寺田

23 火 ② (株)ライセンスアカデミー 私立比叡山高等学
校 3  年生 ピアザ淡海 11人 井下

24 水 ③ TAP主催 京都府立北稜高等学校　 3年生 北稜高等学校 1人 井下

5

8 水 ④ ケーホウ主催 京都府立亀岡高等学校 3  年生 亀岡高等学校 16人 井下

8 水 ⑤ ケーホウ主催 京都府立向陽高等学校 3年生 向陽高等学校 7人 大上

23 木 ⑥ ケーホウ主催 京都府立東陵高等学校 3  年生 東陵高等学校 3人 寺田

6

11 火 ⑦ TAP主催 京都府立綾部高等学校 2  年生 京都パルスプラザ 3人 井下

20 木 ⑧ ケーホウ主催 京都府立北嵯峨高等学校 2 年生 北嵯峨高等学校 8人 宮下

21 金 ⑨ ケーホウ主催 京都府立木津高等学校 全学年保
護者と生徒 木津高等学校 4人 寺田

7
5 金 ⑩ TAP主催 京都翔英高等学校 2  ・ 3 年生 宇治市文化センター 2人 太田

11 木 ⑪ TAP主催 京都府立鴨沂高等学校 2  年生 みやこめっせ 6人 晝間

9
9 火 ⑫ TAP主催 京都府立久御山高等学校 2  年生 八幡市文化センター 12人 中村

18 木 ⑬ TAP主催 京都府立鴨沂高等学校 3  年生 鴨沂高等学校 1人 井下

10

3 木 ⑭ ケーホウ主催 京都府立桂高等学校【分野別説
明会】 2年生 桂高等学校 6人 大上

23 金 ⑮ TAP主催 京都府立木津高等学校 2  年生 アスピア山城 7人 寺田

30 水 ⑯ ケーホウ主催 京都府立向陽高等学校 2  年生    向陽高等学校 2人 寺田

11

6 金 ⑰ ケーホウ主催 京都府立木津高等学校 1  年生 
【職業別体験授業】 木津高等学校 9人 太田

11 月 ⑱ ケーホウ主催 京都両洋高等学校 2  年生S探究
ｺｰｽ 京都両洋高等学校 3人 寺田

13 水 ⑲ TAP主催 京都府立田辺高等学校 2  年生 文化パルク城陽 2人 上南

13 水 ⑳ ケーホウ主催 京都府立亀岡高等学校 2  年生 
【分野別説明会】 亀岡高等学校 10人 神木

12
11 水 ㉑ 京都府立北嵯峨高等学校 1  ・ 2 年生 【分野別

説明会】 立北嵯峨高等学校 4人 中村

18 水 ㉒ TAP主催 京都国際高等学校 1  ・ 2 年生 キャンパスプラザ
京都 2人 晝間

2025
1 29 水 ㉓ TAP主催 比叡山高等学校 1 ・2年生【分野別

説明会】 比叡山高等学校 3人 宮下

2

7 金 ㉔ ケーホウ主催 京都府立東陵高等学校 2  年生 東陵高等学校 11人 大上・花村

20 木 ㉕ ケーホウ主催 京都府立すばる高等学校 2 年生 すばる高等学校 1人 井下

28 金 ㉖ TAP主催 京都廣学館高等学校 2  年生 アスピア山城 2人 宮下

3

10 月 ㉗ TAP主催 京都府立西城陽高等学校 1 ・2年生 西城陽高等学校 6人 中村

11 火 ㉘ ｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ主催 京都府立向陽高等学校 2  年
生 向陽高等学校 4人 太田

12 水 ㉙ TAP主催 京都国際高等学校 1  ・ 2 年生 京都国際高等学校 4 人 晝間

20 木 ㉛ 京都府看護協会 看護職確保定着推進事業
「看護職就職・就学合同フェア2025」

京都市勧業館
みやこめっせ 37人 上南・山本

合計 92人
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＜高校訪問＞
都道府県 訪問校数 内　容

京都府 68校

学校概要説明
入学試験の説明
看護系進学予定・主な進路等
情報交換

大阪府 9校

滋賀県 12校

兵庫県 0校

福井県 0校

合計 89校

＜オープンキャンパス＞
（ １）　高校教員対象

日　程 参加人数 内、Web参加数 内　容

2024年 5 月30日（木） 5名 1名
看護学科 学校・入試・学校生

活概要説明
校舎案内・質疑応答

（ ２）　応募者対象
学　科 日　程 参加者数 WEB参加者数（再掲） 内　容

看護学科

2024年 6 月15日 41名 2 名

学科紹介
入学試験の説明
模擬授業体験
　手洗い、新生児のおむ　　
　つ交換、採血
校舎案内
看護学生との交流

※夜間
　（18：30～19：30）

2024年 7 月20日 26名 0 名

2024年 7 月29日 26名 0 名

2024年 7 月29日
(夜間) 8 名 0 名

2024年 8 月18日 67名 2 名

2024年 8 月31日
(WEB) 20名 20名

2025年 3 月22日 45名 1 名

計 233名 25名

助産学科

2024年 7 月20日 72名 17名 学科紹介
在校生による
　学生生活紹介
入試情報
演習体験
ミニ講座
在校生との
　交流会質疑応答
個別質問コーナー

2024年 8 月18日 79名 15名

2024年 8 月31日 台風のため中止

計 151名 32名
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｜研究活動｜

1）研究活動
＜学会発表＞
発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属, 〇主研究者）

2024.10.06	 第38回日本助産学会 口述発表
「ルーブリック式評価表による助産学生の分娩期ケア実践能力の到達度評価」
〇伊藤 美栄

2024.10.18-19	 第78回国立病院総合医学会 ポスター発表
「看護学生の 2年次・ 3年次領域別実習前後における社会人基礎力の自己評価（第 1報）」
〇中村 なぎさ、晝間 梓、辻岡 良輔、谷山 千賀子

2024.10.18-19	 第78回国立病院総合医学会 ポスター発表
「実習における多職種連携の学び－実習前の多職種連携研修の学びからの考察—」
〇花村 一葉、太田 恵子、谷山 千賀子

2024.10.18-19	 第78回国立病院総合医学会 ポスター発表
「卒業前技術演習が看護学生の技術到達度の上昇と不安の軽減に及ぼす影響について」
〇太田 恵子、花村 一葉、谷山 千賀子

2024.10.18-19	 第78回国立病院総合医学会 ポスター発表
「学年別実習到達目標の自己評価の現状」
〇寺田 博子、宮下 和覧、大上 寿子、恵美 徹生

2024.10.18-19	 第78回国立病院総合医学会 ポスター発表
「成人老年看護学実習Ⅰ(急性期）実習前研修が実習目標達成に及ぼす影響」
〇山本 緑、中村 なぎさ、辻岡 良輔

2024.10.18-19	 第78回国立病院総合医学会 ポスター発表
「実習評価表からみた学生の分娩期ケア能力の到達度」
〇並﨑 直美、伊藤 美栄、柚木 麻央

2024.10.19	 第78回国立病院総合医学会 ポスター発表
「周産期の母子への看護実践能力向上を目指した教育実践～母性看護学実習（学内実習）に客観的能力試験（OSCE）を
導入して～」
〇山口 綾(舞鶴)、中野玲子(舞鶴)、三浦 慶子

2024.10.19	 第78回国立病院総合医学会 ポスター発表
「看護学生の臨床判断能力育成を目的とした客観的臨床能力試験（OSCE）による効果」
〇山口 綾(舞鶴)、中野玲子(舞鶴)、三浦 慶子

2024.10.19	 第78回国立病院総合医学会 ポスター発表
「客観的臨床能力試験（OSCE）による看護学生の臨床判断能力向上効果」
〇山口 綾(舞鶴)、三浦 慶子、中野 玲子(舞鶴)

＜副学校長・教育主事協議会　グループ活動＞
グループ メンバー 活動テーマ 活動成果

１グループ 上南 雪野
神木 京子　他 1・ 2年目看護教員研修 第 1回：2024.06.20

第 2 回：2024.12.06

２グループ 伊藤 美栄
井下 美恵　他 中堅看護教員研修

第 1回：2024.06.24
第 2 回：2024.09.17
第 3 回：2025.02.04
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＜教員研修会　研究グループ活動＞

グループ メンバー
（〇リーダー） 活動テーマ 活動実績

京都 1 ○晝間 梓 看護専門学校生の技術試験におけるリフレクショ
ンの実態 実態調査の実施

京都 2
〇恵美 徹生
　大上 寿子
　山本 緑

放射線防護における教材の活用
・京都医療センター　倫理審査委員会
承認
・アンケートの実施

京都 3 〇寺田 博子
　山本 緑 摘便モデルを使用した授業方法の検討

・京都医療センター　倫理審査委員会
承認
・アンケートの実施

京都 4
○中村 なぎさ
　晝間 梓
　辻岡 良輔
　谷山 千賀子

看護学生の 2年次・ 3年次領域別実習前後にお
ける社会人基礎力の自己評価 第78回国立病院総合医学会発表

京都 5 〇花村 一葉
 　大上 寿子

看護基礎教育における皮下注射の授業での看護
学生の学習効果の検証

・京都医療センター　倫理審査委員会
承認
・アンケートの実施

京都 6 〇大上 寿子
　花村 一葉

基礎看護技術における輸血トレーニングキット
を用いた看護学生の学び

・京都医療センター　倫理審査委員会
承認
・アンケートの実施

京都 7
〇太田 恵子
　大上 寿子
　宮下 和覧
　岩本 卓也

看護学生における血管可視化装置を用いた血管
の走行や深さ、太さに対する理解度の上昇への
影響

・京都医療センター　倫理審査委員会
承認
・研修の実施
・アンケートの実施

京都 8
〇太田 恵子
　花村 一葉
　谷山 千賀子

卒業前技術演習が看護学生の技術到達度の上昇
と不安の軽減に及ぼす影響について 第78回国立病院総合医学会発表

京都 9 〇三浦 慶子
　並﨑 直美

助産学科健康教育実習への看護学生参画による
協働学習～保健指導技術能力向上を目指した教
育実践～

・ 9 /20看護学科 2年生、助産学科で
リハーサル実施
・アンケートの実施

＜研究授業＞
月　日 授業者氏名 授業名 内　容 参加教員等

2024.05.17 花村　一葉 成人看護援助論Ⅰ 心筋梗塞のある患者の看護
教育主事:井下・神木
教員:中村・岩本・谷
山

2024.05.22 伊藤　美栄 妊婦健診シミュレー
ション

実習前教育プログラムとして妊婦健
診シミュレーション教育の実際とリ
フレクション

自施設 2名
石上（実習指導教員）
辻本（教務助手）

2024.05.31 山本　　緑 老年看護援助論Ⅲ 大腿骨頸部骨折患者の看護 教育主事:井下・神木
教員:惠美・宮下

2024.06.13 大上　寿子 多職種連携演習 薬剤部の学生と事例検討 教育主事:神木
教員:中村・辻岡

2024.06.17 並﨑　直美 産褥期の臨床推論 「外陰部の疼痛」を訴えた褥婦から
臨床推論の実施

自施設 3名
他施設 3名

2024.07.08 恵美　徹生 基礎看護技術Ⅱ 快適な療養環境の整備
教育主事:井下・神木
教員:中村・晝間・谷
山

2024.07.09 谷山千賀子 基礎看護技術Ⅳ 食事介助の実際 教育主事:井下・神木　　
教員:山本・辻岡

2024.07.19 岩本　卓也 基礎看護技術Ⅴ 血圧測定の実際①
上南副学校長教育主
事:神木
教員:太田・晝間
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月　日 授業者氏名 授業名 内　容 参加教員等

2024.09.13 中村なぎさ 成人看護援助論Ⅲ 術後合併症と予防 教員:谷山・惠美・大
上・晝間

2024.10.31 寺田　博子 小児看護援助論Ⅰ 終末期にある子どもと家族の看護
上南副学校長
教育主事:神木
教員:宮下

2024.11.15 太田　恵子 看護実践演習 臨床判断
教員:山本・大上・中
村・辻岡・谷山・寺
田

2024.11.20 宮下　和覧 家族看護論 事例に基づく家族看護の実践
上南副学校長
教育主事:神木
教員:寺田・太田

2024.12.09 辻岡　良輔 病態生理治療論Ⅴ 脳の構造と機能から考える病態生理
と症状のメカニズム

上南副学校長
教員:晝間・花村

2025.01.16 晝間　　梓 病態生理治療論Ⅶ 内分泌代謝器官の構造と機能から考
える病態生理と症状のメカニズム

教員:太田・花村・中
村・前崎(大阪)・桒
原(大阪)

2025.02.18-21 並﨑　直美 卒業前分娩介助OSCE 卒業時の分娩期ケアの実践能力の評
価と教員リフレクション 臨床指導者 2名

２ ）研修
＜近畿グループ主催　研修＞

月　日 研修名 場　所 参加者

2024.05.31 初期看護教員研修（Ⅰ期） 近畿グルー
プ会議室

辻岡 良輔
谷山 千加子
岩本 卓也

2024.07.08 新任中間監督者研修 1日目 Web研修 岩本 卓也

2024.11.14 新任中間監督者研修 2日目 大阪医療セ
ンター講堂 岩本 卓也 

2024.09.26 中堅看護教員研修 Web研修 寺田 博子
太田 恵子

2025.02.03 初期看護教員研修（Ⅱ期） 近畿グルー
プ会議室

辻岡 良輔
谷山 千賀子
岩本 卓也

＜副学校長・教育主事協議会＞
（ １）　中堅看護教員研修

月　日 研修名 場　所 参加者

2024.06.24 2024年度
中堅看護教員研修 第 1 回

大阪医療セ
ンター附属
看護学校

並﨑 直美
花村 一葉
惠美 徹生

2024.09.17 2024年度
中堅看護教員研修 第 2 回 オンライン 並﨑 直美

花村 一葉

2025.02.04 2024年度
中堅看護教員研修 第 3 回

大阪医療セ
ンター附属
看護学校

並﨑 直美
花村 一葉
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（ ２）　 1・ 2年目教員研修
月　日 研修名 場　所 参加者

2024.06.20 2024年度 
１ ・ ２ 年目看護教員研修 第 1 回 オンライン

辻岡 良輔
谷山 千賀子
岩本 卓也

2024.12.06 2024年度 
１ ・ ２ 年目看護教員研修 第 2 回 大阪医療センター附属看護学校

辻岡 良輔
谷山 千賀子
岩本 卓也

＜国立病院機構相互参加研修＞
月　日 研修名 場　所 参加者

2024.06.16-18 2024年度専任教員・臨地実習指導担当者研修 オンライン 宮下 和覧

＜学校＞
（ １）　実務研修

氏　名 ねらい 場　所 月　日 日数

1 花村　一葉
教育担当看護師長として組織における人材育成の視
点を学ぶ。
新人看護師の様子から専門職としての必要な基礎教
育における視点を養う。

京都医療センター 9月 9日 1

2 太田　恵子

ＮＨＯ近畿グループ病院の看護実践能力育成に向け
た看護師長のスタッフ教育の実際と、副看護部長に
よる看護管理者としての能力開発のための教育の実
際について学び、看護管理者として必要な能力開発
を目指す。

京都医療センター
舞鶴医療センター

【京都】
8月21日
8 月31日
1 月15日
【舞鶴】　　
9月19日
9 月20日

5

3 谷山千賀子

地域・在宅看護論実習の実習を担当するにあたり、入
退院支援センターと地域連携室の役割や活動内容の
実際を知ることで、効果的な指導について考え、実
習指導能力の向上を図る。
小児看護学実習（重心）の実習を担当するにあたり、
実習能力向上を目的とする。

京都医療センター（入退
院支援センター・地域連携
室）
南京都病院

【京都】
8月 6日
【南京都】
12月23日

2

4 晝間　　梓

臨床で行われている新人研修や継続研修に参加する
ことで卒後 3年目までの看護師のレディネスを把握
し、具体的に基礎教育でどのような学習が必要なの
か、シラバスの見直し、時間割作成、研修計画内容
などに反映させていく。

京都医療センター 【京都】
9月13日 1

5 中村なぎさ

ＮＨＯ近畿グループ病院の看護実践能力育成に向け
た看護師長のスタッフ教育の実際と、副看護部長に
よる看護管理者としての能力開発のための教育の実
際について学び、看護管理者として必要な能力開発
を目指す。

京都医療センター
南京都病院

【京都】
8月21日
8 月31日
1 月15日
【南京都】
9月17日
9 月18日

5

6 寺田　博子
学校マネジメント能力の向上のため、看護師長が病
棟目標のマネジメントをどのように行っているか、
スタッフを支援しているか実際を学び、自己の課題
を見出す。

京都医療センター 8月26日 1

7 大上　寿子
大人数のスタッフをどのように組織管理しているの
か（病床管理、人材育成、安全管理、労務管理等）を学
び、看護管理者として必要な能力開発に活かす

京都医療センター 8月21日 1
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氏　名 ねらい 場　所 月　日 日数

8 山本　　緑

医療安全看護師長が、スタッフのインシデントに対
してどのようなサポートを行っているのか、またイ
ンシデント・アクシデントの原因分析と再発防止策
の実際を知り、自身の医療安全に対するリスク感性
を内省し、学生への指導に活かす。

京都医療センター 8月29日 1

9 岩本　卓也
実習担当病棟での、看護師の動きや対象患者、リー
ダーとスタッフ間での調整方法を学び実習指導や調
整に反映させる。

京都医療センター 8月23日 1

10 辻岡　良輔

統合実習Ⅱにむけて実習担当病棟の看護管理や病床
管理、人材管理などの病棟における管理的視点を知
ることで、実習指導・調整において、学校と臨床が
どのように連携できるか考え、学生の実習指導に活
かしたい。また、病棟スタッフの卒後教育を知り ３
年生の指導に活かしたい。

京都医療センター 8月16日 1

11 惠美　徹生 小児看護の実際を学び、小児看護学概論の教材研究
を行い授業実践にいかす。 京都医療センター 9月 3日 1

12 宮下　和覧
病棟看護師長の組織の管理について、自部署の目標
達成、ニーズの把握、問題解決やスタッフとの関係
づくり、働きやすい環境の調整、他部署との連携場
面の実際を見学、説明、参加し学ぶ。

京都医療センター 9月 6日 1

13 三浦　慶子

学生が経験している実際を今回の実務研修で知るこ
とで、女性のライフサイクルにおける性と生殖の健
康問題を支援する専門職として、助産師がチーム医
療において果たす役割と連携について再度考える機
会としたい。

京都医療センター
(産婦人科外来) 8 月28日 1

14 並﨑　直美
近い将来、助産学実習の受け入れを依頼する予定で
ある。その前段階として、施設の産科病棟の実習指
導体制の現状を知る。また、臨地スタッフと実習指
導体制について検討する機会とする。

舞鶴医療センター
9月24日
～

9月26日
3
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（ ２）　研修会・学会参加
会　期 学会名 場　所 参加者

2024.06.22-23 日本看護倫理学会 東京 神木

2024.06.29 第32回京都母性衛生学会 京都 伊藤、三浦、並﨑

2024.07.06 日本小児看護学会第34回学術集会 大阪 寺田

2024.08.24 第28回日本看護管理学会学術集会 愛知 惠美、辻岡、岩本

2024.08.24 日本看護教育学会第34回学術集会 東京 大上、寺田、上南

2024.09.07 第66回近畿地区国立病院看護学会 大阪

上南、伊藤、神木、
井下、中村、晝間、
辻岡、谷山、宮下、
大上、惠美、山本、
寺田、太田、岩本、
花村、三浦、並﨑

2024.09.21 脳死判定における脳波測定実践　セミナー 京都 辻岡

2024.10.18-19 第78回国立病院総合医学会 大阪

上南、伊藤、神木、
中村、晝間、辻岡、
谷山、宮下、大上、
惠美、山本、寺田、
太田、岩本、花村、
三浦、並﨑

2024.10.05-06 第38回日本助産学会 オンライン 伊藤、三浦、並﨑

2024.12.07 第22回国立病院看護研究学会　　学術集会 横浜 太田、中村

2025.01.25 第27回京都府看護学会 京都 三浦

３ ）社会への貢献
＜公開講座＞

日　程 講座名 参加者数

1 2024.07.20 眼精疲労からくるコリをセルフケアしよう！ 6名

2 2024.08.18 眼精疲労からくるコリをセルフケアしよう！ 6名

3 2024.08.23 赤ちゃん講座 14名、看護学生 6名

＜外部講師＞

氏　名 研修会等主催者 研修会名称 講義等テーマ 日数/時間 備考
（オンライン等）

伊藤美栄 国立病院機構
本部

2024年度 
実習指導者講習会 助産師教育課程 1時間 オンデマン

ド

伊藤美栄 京都中央看護保
健大学校 母性看護学概論 5日間/ 6 時間 対面

伊藤美栄
全国助産師教育
協議会
九州・沖縄
地区研修会

2024年度
全国助産師教育協議会
九州・沖縄地区研修会

妊婦健診OSCE 1 時間 オンライン

上南雪野 近畿グループ 2024年度保健師助産師看護
師実習指導者講習会Ⅰ期 実習指導計画 3日間/ 9 時間 オンライン

上南雪野 近畿グループ 2024年度保健師助産師看護
師実習指導者講習会Ⅱ期 実習指導計画 3日間/ 9 時間 オンライン

井下美惠 近畿グループ 2024年度保健師助産師看護
師実習指導者講習会Ⅰ期 臨床判断 1日間/ 3 時間 オンライン
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氏　名 研修会等主催者 研修会名称 講義等テーマ 日数/時間 備考
（オンライン等）

神木京子 近畿グループ 2024年度保健師助産師看護
師実習指導者講習会Ⅰ期 看護過程 1日間/ 3 時間 オンライン

神木京子 近畿グループ 2024年度保健師助産師看護
師実習指導者講習会Ⅱ期 看護過程 1日間/ 3 時間 オンライン

中村なぎさ 近畿グループ 2024年度保健師助産師看護
師実習指導者講習会Ⅰ期

実習指導方法演習
成人・老年看護学実習Ⅰ
（急性期）

7日間/11時間 オンライン

寺田博子 近畿グループ 2024年度保健師助産師看護
師実習指導者講習会Ⅰ期

実習指導方法演習
成人・老年看護学実習Ⅲ
（慢性期）

7日間/11時間 オンライン

太田恵子 近畿グループ 2024年度保健師助産師看護
師実習指導者講習会Ⅱ期

実習指導方法演習
成人・老年看護学実習Ⅳ
（終末期）

7日間/11時間 オンライン

大上寿子 近畿グループ 2024年度保健師助産師看護
師実習指導者講習会Ⅱ期

実習指導方法演習
成人・老年看護学実習Ⅳ
（慢性期）

7日間/11時間 オンライン

宮下和覧 京都府看護協会 2024年度
実習指導者講習会

実 習 指 導 方 法 演 習　　　
[演習Ⅱ]
成人看護学実習（回復期）

4日間/13時間 対面

＜執筆＞
氏　名 テーマ 収蔵誌名 出版社 備考

伊藤　美栄 連載「助産師の臨床推論を学ぼう！」
第 1回「助産師の臨床推論って？」

助産雑誌
vol.78 No.1
ISSN：1347-8168

医学書院 2024.02.25

伊藤　美栄 連載「助産師の臨床推論を学ぼう！」
第 2回　事例から考える助産師の臨床推論

助産雑誌
Vol.78.no.2 医学書院 2024.04.25

伊藤　美栄
連載「助産師の臨床推論を学ぼう！」
第 3回　Case1.呼吸困難　突然「息が苦しい
…」

助産雑誌
Vol.78.no.3 医学書院 2024.06.25

伊藤　美栄 連載「助産師の臨床推論を学ぼう！」
第 4回　Case2.意識障害　「頭が痛い…」

助産雑誌
Vol.78.no.4 医学書院 2024.08.25

伊藤　美栄
連載「助産師の臨床推論を学ぼう！」
第 5回　Case3.下腹部痛　突然「お腹が痛い
…」

助産雑誌
Vol.78.no.5 医学書院 2024.10.25

伊藤　美栄 連載「助産師の臨床推論を学ぼう！」
第 6回　Case4.上腹部痛

助産雑誌
Vol.78.no.6 医学書院 2024.12.25

＜実習指導者研修＞
学校主催　実習指導者研修会

日　程 研修内容 担　当 参加者

2024.06.05 助産学科実習指導者会議　学習会
「臨床推論と指導への活かし方」 伊藤 12名

2024.07.30 看護学科実習指導者研修
（ 1回目）

上南、神木、宮下、惠美、
寺田 46名

2024.09.11 看護学科実習指導者研修
（ 2回目）

上南、井下、神木、宮下、
中村、太田、岩本、谷山、
辻岡、花村、山本、大上

46名
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＜外部委員＞
氏名 委員会/委員名 団体名

上南　雪野
2024年度京都府看護師
等確保対策
推進協議会 委員

京都府

伊藤　美栄 理事会/理事 京都母性衛生学会

三浦　慶子 理事会/副会計委員長 京都母性衛生学会

並﨑　直美 理事会/会計委員 京都母性衛生学会

並﨑　直美 選挙管理委員長 京都府助産師会

＜インターンシップ＞
日程/日数 研修内容 所　属

1 2025.03.11/ １ 日間 演習参加・模擬試験導入見学
学生指導見学・学校概要説明

奈良医療センター
副看護師長

｜2024年度　学校評価　結果（看護学科）｜

学校評価の実施
　当校では、教育活動の質の向上をはかり、地域社会及び学生から寄せられる期待に応えるために、平成
19年から自己点検・自己評価を実施している。評価表は平成27年度に見直しを行い、13領域、110項目につ
いて、より客観性のあるフィードバックが得られるように改訂した。
　国立病院機構近畿グループ 4校の副学校長・教育主事・教員による学校相互評価を実施し、更なる教育
の充実を目指している。

学校自己評価（看護学科）総評結果
　令和 5 年度の評価をもとに改善に取り組んだ。令和 6 年度の最終評価の結果は、評価項目の
平均点が、Ⅴ「学校組織」2.9、その他は3.0であった。Ⅲ「教育課程」は、昨年2.96から3.0に上
昇した。Ⅴ「学校組織」は、会議録の遅れが要因となり、昨年の3.0より0.1ポイント低下した。�
　 1 年間で特に取り組み評価されたことは以下の ３ 点であり、全学年で社会人基礎力を高める取り
組みを行っていること、一貫した教育指導や常に教育活動の評価に取り組んでいると評価された。�
１ ．�教育課程評価：新カリキュラムでの運用が始まり今年で 3年目となり、昨年見直しを行った教育理念・
目的・目標を基本とし、今年度は専門分野を中心に学習進度、教育内容、事前・事後課題、講義と実
習の整合性などを見直した。また、カリキュラムの評価として、科目毎の学生や講師の評価、学年目
標の評価、社会人基礎力、カリキュラム評価（満足度評価）、看護技術到達度など複数の評価を定期的
に実施し、教育内容や指導方法の見直しに取組んだ。その結果、学生の主体的な学習につながってい
る。

２．�入学生の受け入れ：昨年度の応募状況を基に高等学校への訪問数を増やし、指定校推薦の募集枠・公
募制推薦の評定・試験問題数を見直し応募者の確保に取り組んだ。またオープンキャンパスを年 7回
（夜間 1回）実施し、ホームページやInstagramの更新頻度を上げ学校の情報を公開するなど、様々な
形態で広報活動を展開し努力している。

３．�教員の研究活動：今年度は 5題の学会発表を行い、教員全員が公開授業を実施し、教員の教育実践力
の向上につながっている。									       
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評価項目 評価の視点 項目
R6年度
自己
評価

Ⅰ 教育理念・
目的

学校の教育理念・教育目的は明文化され、教職員および学生に浸透し、卒業時
点での学生像に反映されているかについて評価します。 ６項目 3.0

Ⅱ 教育目標 教育理念・目的・教育目標の一貫性および卒後教育との継続性を考慮した目標
設定であり、教員・学生が共有できているかについて評価します。 ６項目 3.0

Ⅲ 教育課程
教育課程の編成について独自性、整合性、ニーズへの対応などの観点から科目
が挙げられているか、講義・実習の内容に妥当性があり、教育の質向上のため
に工夫し計画的に進められているかについて評価します。

26項目 3.0

Ⅳ 教育課程評価 自己および学生による授業評価の実施と改善の取り組み状況について評価しま
す。 ６項目 3.0

Ⅴ 学校組織 学校の組織体制について人員配置および意思決定システムが適正であるかと防
災対策や個人情報保護について評価します。 ９項目 3.0

Ⅵ 入学生の
受け入れ

自校の教育理念に基づいた入学選抜試験の適正な運用と実施状況の分析、検証
状況について評価します。 ５項目 3.0

Ⅶ 学校生活支援 学生の生活支援体制について、健康管理、プライバシー保持、自治会活動、関
係者との調整の観点から整備されているかについて評価します。 15項目 3.0

Ⅷ 卒業生の進路 卒業時の到達状況、進路、国家試験の合格状況を分析し、教育活動に生かして
いるかについて評価します。 ７項目 3.0

Ⅸ 教員の
研究活動 教員の研究活動の実施状況および支援体制について評価します。 ４項目 3.0

Ⅹ 社会への貢献・
公開講座

公開講座やボランティア等、地域社会のニーズをふまえた社会貢献、近隣関連
施設との情報交換等、地域との交流状況、また、国際的視野をふまえた教育体
制等について評価します。

７項目 3.0

ⅩⅠ 教育環境 施設設備などの学習環境の整備状況について評価します。 ７項目 3.0

ⅩⅡ 学校経営・
管理過程

教育活動について将来構想をもとに計画的に管理・運営しているかについて評
価します。 ７項目 3.0

ⅩⅢ 学校評価
システム 自己点検・自己評価システムの整備状況や運用について評価します。 ５項目 3.0

全体平均 3.0

2024年度　看護師養成所自己点検・自己評価結果（看護学科）
Ⅰ 教育理念・目的

Ⅱ 教育目標

Ⅲ 教育課程

Ⅳ 教育課程評価

自己評価

評価基準
３：十分満たしている
２：満たしている
１：改善の余地がある
０：改善すべきである

Ⅴ 学校組織

Ⅵ 入学生の受け入れ

Ⅶ 学校生活支援卒業生の進路 Ⅷ

教員の研究活動 Ⅸ

社会への貢献・公開講座 Ⅹ

 教育環境 ⅩⅠ

学校経営・管理過程 ⅩⅡ

学校評価システム ⅩⅢ

1

2

3
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｜2024年度　学校評価　結果（助産学科）｜

学校評価の実施	
　当校では、教育活動の質の向上をはかり、地域社会及び学生から寄せられる期待に応えるために、平成
19年から自己点検・自己評価を実施している。評価表は平成27年度に見直しを行い、13領域、110項目につ
いて、より客観性のあるフィードバックが得られるように改訂した。
　国立病院機構近畿グループ 4校の副学校長・教育主事・教員による学校相互評価を実施し、更なる教育
の充実を目指している。

学校評価（助産学科）総評結果
　 昨年度の評価をもとに、引き続き改善に取り組んだ結果、全体平均は3.0点（昨年3.0点）と昨年度平均点
を維持している。項目別にみると、デジタル教材の活用、健康教室の取り組みから「Ⅶ.学校生活支援」、
「Ⅹ.社会への貢献・公開講座」は3.0点（+0.1ポイント）と改善した。一方、分娩実習施設が10施設にわた
り、指導体制や調整の課題から「Ⅴ.学校組織」が2.9点（-0.1ポイント）、施設の老朽化より「Ⅺ.教育環境」
は2.8点（-0.2ポイント）と低下した。施設整備は計画的な修理が今後の課題である。�
　その他、とくに次の 4点について評価された。�
1．教育課程：健康教育やOSCEなど、独自性のある教育内容を運営し、魅力ある学科になっている。�
2．�教育課程評価：カリキュラム評価、卒業時の到達度評価が丁寧に行われており、教育運営に活かしな
がら一貫した活動を行っている。

3．�地域貢献：近隣施設の協力を得て「赤ちゃん講座」「ファミリー教室」等の教育活動を通した地域貢献
が継続されている。

4．�教員の研究活動：意欲的に実施されており、研究成果の発表につながっている。専門性の高い内容に
ついても研究時間の確保ができるとよい。

評価項目 評価の視点 項目
R6年度
自己
評価

Ⅰ 教育理念・
目的

学校の教育理念・教育目的は明文化され、教職員および学生に浸透し、卒業時
点での学生像に反映されているかについて評価します。 ６項目 3.0

Ⅱ 教育目標 教育理念・目的・教育目標の一貫性および卒後教育との継続性を考慮した目標
設定であり、教員・学生が共有できているかについて評価します。 ６項目 3.0

Ⅲ 教育課程
教育課程の編成について独自性、整合性、ニーズへの対応などの観点から科目
が挙げられているか、講義・実習の内容に妥当性があり、教育の質向上のため
に工夫し計画的に進められているかについて評価します。

26項目 3.0

Ⅳ 教育課程評価 自己および学生による授業評価の実施と改善の取り組み状況について評価しま
す。 ６項目 3.0

Ⅴ 学校組織 学校の組織体制について人員配置および意思決定システムが適正であるかと防
災対策や個人情報保護について評価します。 ９項目 3.0

Ⅵ 入学生の
受け入れ

自校の教育理念に基づいた入学選抜試験の適正な運用と実施状況の分析、検証
状況について評価します。 ５項目 3.0

Ⅶ 学校生活支援 学生の生活支援体制について、健康管理、プライバシー保持、自治会活動、関
係者との調整の観点から整備されているかについて評価します。 15項目 3.0

Ⅷ 卒業生の進路 卒業時の到達状況、進路、国家試験の合格状況を分析し、教育活動に生かして
いるかについて評価します。 ７項目 3.0

Ⅸ 教員の
研究活動 教員の研究活動の実施状況および支援体制について評価します。 ４項目 3.0

261Kyoto Medical center Annual report



評価項目 評価の視点 項目
R6年度
自己
評価

Ⅹ 社会への貢献・
公開講座

公開講座やボランティア等、地域社会のニーズをふまえた社会貢献、近隣関連
施設との情報交換等、地域との交流状況、また、国際的視野をふまえた教育体
制等について評価します。

７項目 2.9

ⅩⅠ 教育環境 施設設備などの学習環境の整備状況について評価します。 ７項目 3.0

ⅩⅡ 学校経営・
管理過程

教育活動について将来構想をもとに計画的に管理・運営しているかについて評
価します。 ７項目 3.0

ⅩⅢ 学校評価
システム 自己点検・自己評価システムの整備状況や運用について評価します。 ５項目 3.0

全体平均 3.0

2024年度　助産師養成所自己点検・自己評価結果（助産学科）

｜2024年度　学校関係者評価報告書｜

Ⅰ．学校関係者評価の概要と実施状況
１．学校関係者評価の目的
　 １）�教育に関する知見を有する者、臨地実習施設の関係者、看護管理者経験者、卒業生などの学校関係

者から、学校運営・教育活動の現状における課題について助言を得ることで、学校運営の継続的な
改善を図る。

　 ２）学校関係者との連携協力により、特色のある学校づくりを推進する。

２ ．学校関係者評価委員名簿
規　程 所属　氏名

教育に関する知見を有する者 京都教育大学　教育学科　教授� 相澤　伸幸

臨地実習施設の関係者 京都医療センター　看護部長� 髙田 幸千子

看護管理者経験者 元やまと精神医療センター看護部長�川上 起久子

卒業生（卒後一定のキャリアを持った者） 淡海医療センター　副看護部長� 前城　公子

Ⅰ 教育理念・目的
Ⅱ 教育目標

Ⅲ 教育課程

Ⅳ 教育課程評価

自己評価

評価基準
３：十分満たしている
２：満たしている
１：改善の余地がある
０：改善すべきである

Ⅴ 学校組織

Ⅵ 入学生の受け入れ

Ⅶ 学校生活支援卒業生の進路 Ⅷ

教員の研究活動 Ⅸ

社会への貢献・公開講座 Ⅹ

 教育環境 ⅩⅠ

学校経営・管理過程 ⅩⅡ

学校評価システム ⅩⅢ

1

2

3
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３ ．学校関係者評価委員会の実施状況
　　実施日時：202５年 ３ 月 ７ 日（金）15:00～16:30
　　実施場所：京都医療センター附属京都看護助産学校　会議室

４ ．学校関係者評価委員会の議題
　〇学校関係者評価の概要について
　〇2024年度　自己点検・自己評価結果
　〇2024年度　重点目標について
　　・看護学科の取り組み
　　・助産学科の取り組み
　〇意見交換・総評

５ ．総評
　 １．看護学科
・�18歳人口は減少していく。教師をめざす人の大学院での奨学金は返還不要となるなど、確保に向け
た取り組みは強化されている。18歳もさらに大学に入学しやすくなり、今後ますます大学志向が強
まることが予想される。専門学校における入学者の確保は苦慮するだろうが、よい教育をしている
と思うので、引き続き努力されたい。
・�学校と臨床が連携して教育を実践しているのは強みである。オープンキャンパスにおいても、母体
施設の新人看護師に話をしてもらう、また、入学式後の保護者説明会においても卒業して就業して
いる看護師が、学校での学びや就職後の状況を保護者に説明することで魅力を発信できると思う。
・�看護学科において、 ３年間を経時的に社会人基礎力の自他評価を見ていくのは素晴らしい取り組み
だと思う。友人との関わりの希薄さやコミュニケーションがとれないことが、学生の自己評価の高
さにも影響する。対人支援の仕事になるので、経時的に把握していくことは大事だと思うので、続
けていかれるとよい。
・�自己評価能力を高めるために、全領域の実習において、ルーブリックによる評価を取り入れるのは
よい。作成するのは、かなり大変な取り組みとなるので、NHO学校間で協働できれば教員の負担
が減るのではないかと思うので、検討していかれるとよい。
・�教育において、e-テキストの導入と学力の関連はまだわからないが、使いこなせればよい面もある。
導入後の学習状況について、時間をかけて評価しながら支援を継続していく必要があろう。
・�看護学生と助産学生の相互学習ができるのは、強みであり、非常によい取り組みである。助産学生
の学ぶ姿から自己を振り返った学生もいる。今後も評価しながら続けて欲しい。

　 2．助産学科
・�毎年、評価を続けながら取り組みを続けられている。入試においても優秀な学生を選抜して学生数
の確保ができている。少子化のなか、分娩数の確保が大変だろうが、引き続き努力されたい。
・�看護学科・助産学科とも、人材派遣、教材の共同活用など病院と非常に連携していてよい。
　高価な教材は、学生だけでなく、病院職員の教育にも活用できるだろう。
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